
－　
300

0.15

41.00 

－　

41.00 

100.00

－　

100.00

備

考

交流事業参加者
300

％

人

－
－

－　

円

7

国際交流に関心を持つ中高生及びその家族がホームステイ交流事業に参加することによって、市民レベルでの国際交流を促
進したい。また国際交流に関心を持つ中高生及び家族を増加させたい。

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

訪問イベントの開催

意 図
（どんな状態にしたいか）

指 標 名 称

活
動
指
標

成
果
指
標

学校訪問を除く市民との交流参加者数

％

成 果 ・ 効 果 は 何 ？

280
78.67

300

－　

－　

項 目

成
果
指
標

目標
実績

目標

目標
－

人
単 位 コ ス ト (a)/(b)
受 益 者 負 担 額

達成率

市民一人当たりのコスト

活
動
指
標

実績

対 象 ( 者 ) 数

平成２６年度

最終目標値

地 方 債

平成２９年度
事業計画（予算）

2,293,500 4,030,0002,451,005事 業 費 等 (a) 円

評
価
指
標
の
作
成

2,520,000
円
円

正 規 職 員

単位

0.20

84.33

達成率 －　 －　

236
300

－　 －　

達成率

実績 253

達成率

300

－　

施　　策

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

回

最終目標値

目予 算 事 業 名 06 10事業款

茅野市・ロングモント市姉妹都市交流事業

％

％

達成率

％

目標

実績

実績

事務事業

手 段 ・ 方 法
（ ど う や っ て ）

ＮＰＯ法人茅野国際クラブと連携して、ロングモント市との交流事業を広報ちの・ホームページ・ポスターを用いて積極的
にＰＲし、派遣交流事業を行う。
ロングモント団が来日した時には、多くの茅野市民が参加できるように、訪問イベントの案内をちの広報やホームページ等
で周知する。

001

平成３年より、生涯学習の一環としてコロラド州ロングモント市との姉妹都市交流が始まった。現在では、パートナーシッ
プの手法によりＮＰＯ法人に事業委託をして中学生、高校生の交換交流を行っている。中学生、高校生はロングモント派遣
団として、ロングモントでホームステイ体験をし、現地の方々との交流を深める。翌年は前年派遣団としてロングモントに
行った子の家がホームステイ先となり、ロングモントからの派遣団を受入れ、家族ぐるみの交流をする。この国際交流は、
子供たちの貴重な体験になっているが、家族ぐるみで受入れをする事により家族にもまたとない良い経験になっている。

02

0.20

目標
回

－

－　

－

106.6793.33

－　

320

－　

9 
7 

3
3

100.00 100.00

－

イベント数

－　－　

45.00 

円
円

0.20人

人

7

円
円 －　

単 位

国 庫 支 出 金

合 計

一 般 財 源
人

人
嘱 託 職 員

－　

2,520,000
0.200.15

平成２７年度

延 利 用 ( 者 ) 数 (b)

指 標 名 称

現 状 と 背 景
（ ど う し て ）

対

象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

対 象
（直接働きかける）

目

的

滞在期間における市民との交流数 300

計

画

（

Ｐ

Ｌ

Ａ

Ｎ

）

市内在住の中高生とその家族

02

平成２５年度

4,030,000

政 策 体 系
市 民 プ ラ ン に
お け る 位 置 づ け

07

担 当 部 署 企画総務部 パートナーシップのまちづくり推進課 作成担当者名

職

員

数

財

源

内

訳

県 支 出 金

円

事 務 事 業 の 概 要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

人

単 位

交流事業参加者

臨 時 職 員

2,314,107
そ の 他 特 定 財 源

100.00 

－　

44.00 

2,451,005

－　

0.200.20

7

0.15

7 
7 

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）

7

128.57
10

142.86

2,314,107

2,293,500

交流期間中のイベント

市内在住の中高生とその家族、市民

項 01

連絡先

茅野市においても国際化が急速に進み、日常生活の様々な場面で外国人と接する機会が増えている。こうした中、次代を担
う中高生に外国の文化や生活に触れ合う機会を提供する。

野 明 香 織

第２節　国際理解の推進

145

有

01

国際交流の推進

コミュニティ推進係

01

会計コード

細 施 策

第７章　心豊かな多文化共生社会を創る

イベント数

行政活動の結果からつくりだすものは何？

平成２８年度事務事業評価シート（一般事務事業用） 一般会計【茅野市】

3 整理番号事業期間 年度～平成 01070119茅野市・ロングモント市姉妹都市交流事業事務事業名

300

政　　策

平成２８年度（予算
又は決算額）

0.15



担 当 部 署 企画総務部 パートナーシップのまちづくり推進課 作成担当者名 連絡先野 明 香 織 145コミュニティ推進係

3 整理番号事業期間 年度～平成 01070119茅野市・ロングモント市姉妹都市交流事業事務事業名

細 施 策 評 価 前

成
果
の
方
向
性 ①

レ ⑦

現状維持

今

後

の

方

向

性

改

革

・
改

善

の

方

向

性
（

Ａ

Ｃ

Ｔ

Ｉ

Ｏ

Ｎ
）

改

革

・

改

善

策

コ　ス　ト　投　入　の　方　向　性

休 廃 止

拡　　大

コ　ス　ト　投　入　の　方　向　性

現状維持縮　　小現状維持 皆　　減

成
果
の
方
向
性 休 廃 止

縮　　小

縮　　小

現状維持

 
評

 
 
価

（

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

Ｋ

）

チェック

評価の観点 4

課

題

妥 当 性

・市長、教育長、茅野国際クラブとの話し合いで、指摘があり派遣事業に対して主催者である市として保
険に入る.
・ロングモント団の学校訪問受け入れを夏休み前に行っているが、学校にとって、忙しく対応に苦労して
いるようであるが、国際交流教育の一環として行っていることを理解してもらいたい。
・平成２７年度はロングモント市姉妹都市提携２５周年を迎えるのでそれに伴う準備が必要。
・応募者多数の時の、考え、方法も必要。

４ レ

総

合

評

価

中学高校の多感な時期に、国際交流として海外での生活を体験するこ
とは、とても有意義で、貴重な経験になり、学ぶ点も多いと考えられ
る。また、ロングモントからの派遣団を家族ぐるみで受け入れる事に
より、その家族も異文化交流に参加することができ、良い経験になる
と考えられる。

中学高校の多感な時期に、国際交流として海外での生活を体験するこ
とは、とても有意義で、貴重な経験になり、学ぶ点も多いと考えられ
る。また、ロングモントからの派遣団を家族ぐるみで受け入れる事に
より、その家族も異文化交流に参加することができ、良い経験になる
と考えられる。

Ｂ

前 年 度 改 革 ・ 改 善 策 の 実 施 状 況

Ｃ：事業規模・内容・実施主体
　　の見直しが必要

Ａ：計画どおり事業を進めるこ
　　とが適当

前年度評価シート整理番号 01070242

細 施 策 評 価 後

拡　　充

前 年 度 細 施 策 評 価 に お け る 今 後 の 方 向 性

細 施 策 評 価 前

前年度総合評価判定

皆　　減 縮　　小 現状維持 拡　　大

コ　ス　ト　投　入　の　方　向　性

評価年度 当年度

視　点

2 3

記
号
の
定
義

①

4

有 効 性

2 3

レ

3 41

成
果
の
方
向
性

判定

当年度開始後、約６ヶ月が経過し、新たに生じた問題点や環境の変化

1判定

効 率 性

⑧ ⑩

新年度の実施計画・予算要求事項（改革・改善策） 休 廃 止

Ｄ：事業の統合、休・廃止の検
　　討が必要

細 施 策 評 価 後

判定2
Ｂ

1

総 合 評 価 判 定

応募者を増やすための工夫や訪問時の事業プ
ログラムの発展
ジョイントコンサートの準備

事業紹介ビデオを作成し、中学校で映像を流し
た。大学や事業所見学などをプログラムに入れら
れるか検討した。ジョイントコンサートを実施。

変更となるプログラムが実現可能か確認。各部署
と打ち合わせていく必要がある。

事　　中　　評　　価

今

後

の

方

向

性

ロングモント滞在中は、大学や公的機関など、将来や職業へと結びつくプロ
グラムが多く用意されている。茅野市では保育園訪問など、来る子供たちの
年齢に比べてプログラムが幼い部分があるため、検討が必要と考える。

②

平成29年度事業プログラムや引継ぎの打ち合わ
せ、ジョイントコンサートの準備委員会を行った。

⑩⑧

Ｂ：事業の進め方に改善が必要

４３

拡　　充

現状維持 ③ ⑥

⑤

平成29年度事業のプログラム及び参加者の選考
ジョイントコンサートの実施

⑦

②

④

③

⑤

⑨⑥

縮　　小

拡　　充

皆　　減

藤 森 隆

拡　　大

レ

平成29年5月19日 最 終 評 価 責 任 者 生涯学習課長

・ロングモント団受け入れ学校との打ち合わせを念入りに行う。
・応募者を増やすように、募集方法として広報ちのを利用した周知や
各学校への説明を行う。
・高校生の募集については、直に学校や英語教諭等へ事業の説明を
し、生徒に声を掛けてもらい、関心がありそうな生徒を紹介してもら
う。また、中学3年生にも募集要項等を配布する。
・派遣生の定員について検討する。

来年度、再来年度を見通した事業の引き継ぎ
や事務分担の確認
ジョイントコンサートの検討

・ロングモント団受け入れ学校との打ち合わせを念入りに行う。
・応募者を増やすように、募集方法として広報ちのを利用した周知や
各学校への説明を行う。
・高校生の募集については、直に学校や英語教諭等へ事業の説明を
し、生徒に声を掛けてもらい、関心がありそうな生徒を紹介してもら
う。また、中学3年生にも募集要項等を配布する。
・派遣生の定員について検討する。

最終評価年月日

第
4
期

⑨

縮　　小 ④

四

半

期

ご

と

の

管

理

期 目  標 実  績 課  題

第
1
期

交流事業に向け、茅野国際クラブ、訪問先の小
中学校と打ち合わせ。交流する児童・生徒が英
語でコミュニケーションが取れることの喜びや楽
しみを実感できる機会となるよう検討する。

事前研修を通して、生徒は市の代表である自覚を
持ちつつある。ロングモント団訪問時の予定も、参
加者が実りあるものだったと感じられるよう、計画
した。

平成30年度から委託事業を行う新メンバーと現メ
ンバーの引き継ぎ

第
2
期

国際クラブの新メンバー、現メンバー、市事務
局のバランスのよい協働事業の実現

派遣、受入の参加者全員が、楽しいと感じられる
交流事業となった。それぞれが自分の役割を認識
し、楽しみながら事業をすすめることができた。

茅野市訪問時のプログラムについて、生徒たちが
将来を展望できる内容にしていく必要がある。

第
3
期


